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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
医
療
事
故
調
査
制
度
の
運
用
改
善
と
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
医
療
事
故
調
査
制
度
の
運
用
改
善
と
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
医
療
事
故
報
告
数
の
推
計
」
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
。
以

下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
機
関
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
日
本
医

療
機
能
評
価
機
構
が
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
す
る
事
故
等
分
析
事
業
に
お
い
て
平
成
十
七
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
ま
で

の
各
年
に
報
告
さ
れ
た
医
療
機
関
に
お
け
る
死
亡
事
故
件
数
（
以
下
「
死
亡
事
故
件
数
」
と
い
う
。
）
を
当
該
年
に
お
い
て

当
該
事
業
に
よ
り
報
告
を
行
っ
た
医
療
機
関
の
病
床
数
と
全
国
の
医
療
機
関
の
病
床
数
の
比
で
割
り
戻
し
た
数
並
び
に
平
成

二
十
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
「
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡
の
届
出
様
式
及
び
医
療
事
故
の
情
報
処
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
医
療
機
関
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
報

告
事
例
死
亡
件
数
（
以
下
「
報
告
事
例
死
亡
件
数
」
と
い
う
。
）
を
当
該
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
報
告
を
行
っ
た
医
療
機

関
の
病
床
数
と
全
国
の
医
療
機
関
の
病
床
数
の
比
で
割
り
戻
し
た
数
及
び
当
該
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
報
告
を
行
っ
た
医

療
機
関
の
退
院
者
数
と
全
国
の
医
療
機
関
の
退
院
者
数
の
比
で
割
り
戻
し
た
数
を
根
拠
に
、
平
成
二
十
五
年
に
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。 



 

２ 

 

 
 

当
該
推
計
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕
組
み
等
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
部
会
」
に
お
い
て
、
議
論
の
参
考
と
す
る
た
め
、
同
省
が
入
手
可
能
な
情
報
を
基
に
推
計
し
た
も
の
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
と
こ
ろ
、
当
該
推
計
の
基
と
な
る
死
亡
事
故
件
数
及
び
報
告
事
例
死
亡
件
数
は
、
規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項

第
十
四
号
に
規
定
す
る
事
故
等
事
案
の
定
義
に
基
づ
き
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百

五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
医
療
事
故
調
査
制
度
（
以
下
「
医
療
事
故
調
査
制
度

」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
法
第
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
第
六
条
の
十
五

第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
へ
の
報
告
の
対
象
と
さ

れ
て
い
る
法
第
六
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
事
故
（
以
下
「
医
療
事
故
」
と
い
う
。
）
と
は
、
そ
の
定
義
が
異
な
る

こ
と
等
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
当
初
の
推
計
と
実
数
」
に
つ
い
て
、
一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
、
五
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

医
療
事
故
調
査
制
度
は
、
法
及
び
規
則
の
規
定
等
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
が
医
療
事
故
に
該
当
す
る
か
否
か
を
自
主
的
に

判
断
し
、
自
ら
医
療
事
故
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
（
以
下
「
医
療
事
故
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
う

仕
組
み
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
医
療
事
故
調
査
の
実
施
に
関
す
る
助
言
が
あ
っ
た
事
例
に
つ
い
て
最
終
的
に
医
療
事
故



 

３ 

 

調
査
を
実
施
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
各
医
療
機
関
に
お
い
て
、
当
該
助
言
に
加
え
、
当
該
医
療
機
関
内
で
の
調
査
や
検

証
等
を
踏
ま
え
て
適
切
に
判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
民
事
責
任
を
追
及
さ
れ

る
可
能
性
、
紛
争
と
な
る
可
能
性
、
訴
訟
係
属
」
を
理
由
と
し
て
医
療
事
故
調
査
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
第
六

条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
は
医
療
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
医
療
事
故
調
査
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
各
医
療
機
関
に
お
い
て
適
切
な
判
断
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
医
療
事
故
調
査
制
度
の
趣
旨
・
目
的
、

医
療
事
故
の
定
義
等
の
周
知
徹
底
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
（
医
療
事
故
調
査
制
度
）
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十

七
年
五
月
八
日
付
け
医
政
発
〇
五
〇
八
第
一
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
）
に
お
い
て
医
療
事
故
の
定
義
等
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
示
す
と
と
も
に
、
研
修
等
を
通
じ
て
医
療
機
関
へ
の
継
続
的
な
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
医
療
事
故
調
査
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
事
故
調
査
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
る
者
の
み
な
ら
ず
、
各
医
療
機

関
の
管
理
者
が
制
度
に
関
す
る
正
確
な
知
識
や
理
解
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
医
療
事
故
調
査
制

度
に
関
す
る
管
理
者
向
け
研
修
へ
の
参
加
の
推
進
等
に
つ
い
て
（
協
力
依
頼
）
」
（
令
和
三
年
三
月
三
日
付
け
厚
生
労
働
省



 

４ 

 

医
政
局
総
務
課
医
療
安
全
推
進
室
事
務
連
絡
）
等
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
管
理
者
に
研
修
の
積
極
的
な
受
講
を
重
ね
て
促
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
医
療
機
関
に
対
す
る
周
知
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

二
、
五
及
び
六
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
医
療
事
故
調
査
制
度
は
、
医
療
機
関
が
医
療
事
故
に
該
当
す
る
か
否

か
を
自
主
的
に
判
断
し
、
自
ら
医
療
事
故
調
査
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
が
、
「
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
施
行
に
伴
う
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
付
け
医
政
総
発
〇
六
二
四
第
一
号
厚
生
労
働
省

医
政
局
総
務
課
長
通
知
。
以
下
「
総
務
課
長
通
知
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
遺
族
か
ら
医
療
事
故
が
発
生
し
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
申
出
が
あ
り
、
医
療
機
関
が
医
療
事
故
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
遺
族
に
対
し
て
そ
の
理
由

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
医
療
機
関
に
お
い
て
適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

総
務
課
長
通
知
の
内
容
に
つ
い
て
必
要
な
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
セ

ン
タ
ー
の
権
限
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
医
療
事
故
調
査
制
度
の
趣
旨
に
も
照
ら
し
て
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。 

四
に
つ
い
て 



 

５ 

 

 
 

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
法
第
六
条
の
十
七
第
一
項
の
調
査
の
結
果
が
医
療
機
関
に
よ
る
医
療
事
故
調
査
の
結
果
と
異
な
る
場
合

に
は
、
当
該
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
法
第
六
条
の
十
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
た
医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
医
療
事
故
調
査
制
度
は
、
医
療
機

関
が
医
療
事
故
に
該
当
す
る
か
否
か
を
自
主
的
に
判
断
し
、
自
ら
医
療
事
故
調
査
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
、
セ
ン
タ
ー

は
、
法
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
機
関
が
行
う
医
療
事
故
調
査
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
御
指
摘
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
の
権
限
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

医
療
機
関
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
報
告
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
医
療
事
故
が
発
生
し
た
際
、
解
剖
等
を
行
わ
な
く
て

も
死
亡
に
至
る
ま
で
の
診
療
経
過
等
に
よ
っ
て
死
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
遺
族
が
解
剖
に
同
意
し
な
い

場
合
等
が
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
「
院
内
調
査
全
例
に
解
剖
、
あ
る
い
は
最
低
で
も
Ａ
ｉ
の
実
施
を
義
務
付
け
る
」
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 



 

６ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
患
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
仕
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
医
療
事
故
調
査
制
度
に
お
い
て
、
法
第
六
条
の
十
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
医
療
事
故
の
報
告
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
遺
族
に
対
し
、
規

則
第
一
条
の
十
の
三
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
説
明
の
際

に
、
遺
族
の
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
総
務
課
長
通
知
に
お
い
て
も
、
遺
族
か
ら
医
療
事
故
が

発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
申
出
が
あ
り
、
医
療
機
関
が
医
療
事
故
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
遺
族

に
対
し
て
そ
の
理
由
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
説
明
の
際
に
も
、
遺
族
の
意
見

を
聴
取
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

医
療
事
故
の
再
発
防
止
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
に
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
個
別
事
例
の
類
型
化
等
に
よ
り

集
積
し
た
情
報
に
つ
い
て
傾
向
や
優
先
順
位
を
勘
案
し
て
行
っ
た
分
析
に
基
づ
き
、
全
体
と
し
て
得
ら
れ
た
知
見
を
公
表
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
お
尋
ね
の
「
要
約
版
を
公
表
す
る
シ
ス
テ
ム
を
創
設
」
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
引
き
続
き
、
医
療
機
関
を
は
じ
め
広
く
国
民
に
対
し
て
適
切
な
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

十
に
つ
い
て 



 

７ 

 

 
 

医
療
事
故
調
査
制
度
は
、
医
療
関
係
者
、
患
者
等
に
よ
る
長
い
議
論
を
経
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

行
制
度
を
適
切
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
当
該
制
度
の
適
切
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
そ

の
趣
旨
・
目
的
等
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
運
用
面
の
改

善
に
対
す
る
必
要
な
支
援
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


